
中国の福祉に「関心持ち続けて」

『
介
護
大
国
』で
の
今
後
の
可
能
性

最
終
回

〝
介
護
職
は
休
み
に
く
い
〟を
変
革

職
員
の
年
間
休
日

日

赤
字
経
営
か
ら
脱
却

中国上海市出身。大阪市立大学経済学部卒業後、
アジア太平洋トレードセンター（ＡＴＣ）入社。
大阪市、朝日新聞、ＡＴＣの３社で設立した福祉
関係の常設展示場「高齢者総合生活提案館ＡＴＣ
エイジレスセンター」に所属し、広く「福祉」に
関わる。年からフリー。上海市民政局や上海
市障がい者連合会をはじめ、政府機関や民間企業
関係者などの幅広い人脈を活かしながら、市場調
査・現地視察・人材研修・事業マッチング・取材
対応など、両国を結ぶ介護福祉コーディネーター
として活動中。年「日中認知症ケア交流プロ
ジェクト」がトヨタ財団国際助成事業に採択。Ｎ
ＨＫの中国高齢社会特集番組にも制作協力として
携わった。

▲沢山の方にご参加いただいた中国視察
ツアー

　
１
４
５
回
を
迎
え
た
本
コ

ラ
ム
は
今
回
が
最
終
回
と
な

り
ま
す
。初
め
て
の
寄
稿
が
、


年
前
の
２
０
１
１
年
で
し

た
。
当
時
の
中
国
は
、
「
北

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
（

）

と
「
上
海
万
博
」
（

）
の

開
催
か
ら
間
も
な
く
、
著
し

く
経
済
が
発
展
し
、
人
々
の

生
活
が
豊
か
に
な
っ
て
い
く

時
代
で
し
た
。
同
時
に
、
少

子
高
齢
化
問
題
が
深
刻
化
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

年
以
上
経
っ
た
今
、

そ
の
予
測
以
上
の
深
刻
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
時
、
１
億
６
０
０
０
万

人
だ
っ
た

歳
以
上
の
高
齢

者
人
口
は
、
２
億
８
０
０
０

万
人
ま
で
増
加
し
て
い
ま

す
。

歳
以
上
の
人
口
も
２

億
９
０
０
万
人
で
総
人
口
の


・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す

（
２
０
２
２
年
末
）
。
中
国

は
正
真
正
銘
の
高
齢
社
会
に

突
入
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け

て
、
出
生
数
は
年
々
減
少
し

続
け
て
い
ま
す
。

年
の
出

生
数
は
９
５
６
万
人
と
な

り
、
「
一
人
っ
子
政
策
」
が

撤
廃
さ
れ
た

年
の
１
８
６

７
万
人
と
比
べ
て
半
減
し
ま

し
た
。
中
国
は
日
本
以
上
に

少
子
高
齢
化
が
加
速
し
て
い

ま
す
。

　
一
方
、
日
本
は
中
国
よ
り


年
先
に
高
齢
社
会
を
迎
え

て
い
ま
す
。
中
国
に
と
っ
て

日
本
は
、
介
護
保
険
や
高
齢

者
サ
ー
ビ
ス
の
実
践
な
ど
に

お
い
て
、
「
先
輩
」
の
よ
う

な
存
在
で
す
。

　
特
に
、
個
人
の
意
思
を
尊

重
す
る
認
知
症
ケ
ア
や
リ
ハ

ビ
リ
、
終
末
期
ケ
ア
・
看
取

り
な
ど
の
日
本
の
介
護
が
注

目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
中
国

の
政
府
関
係
者
や
民
間
事
業

者
ら
が
こ
ぞ
っ
て
来
日
し
、

介
護
施
設
の
見
学
や
同
業
者

ら
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
通

じ
て
、
両
国
間
の
交
流
も
盛

ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
日
本
に
と
っ
て
は

総
人
口
の
約
２
倍
に
あ
た
る

高
齢
者
人
口
を
持
つ
中
国
の

巨
大
な
市
場
は
、
魅
力
的
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

　
日
本
が
蓄
積
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
中
国
市
場
で
活
か
せ
る

の
か
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
日

本
の
介
護
事
業
者
が
中
国
市

場
に
進
出
し
、
挑
戦
し
て
き

ま
し
た
。制
度
や
生
活
習
慣
、

文
化
な
ど
が
異
な
る
中
国

で
、
「
日
本
式
介
護
」
を
浸

透
さ
せ
る
の
は
一
筋
縄
で
は

い
か
な
い
こ
と
は
、
こ
の
十

数
年
で
明
白
と
な
り
ま
し

た
。日
本
の
強
み
を
見
極
め
、

現
地
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
ビ

ジ
ネ
ス
を
創
出
し
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残

っ
て
い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

　
こ
の
コ
ラ
ム
で
は
最
新
か

つ
生
の
中
国
の
介
護
情
報
を

届
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
多
く
の
読
者
の
方
か
ら
、

感
想
や
温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま

す
が
、
今
後
も
読
者
の
皆
様

に
中
国
の
介
護
に
関
心
を
お

持
ち
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ

の
時
折
で
、
現
地
の
状
況
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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ココロココ
久保慶高
常務取締役

　
住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
８
棟
（
定
員

名
前
後
）
を
中
心
に
運
営
す
る

コ
コ
ロ
コ
コ
（
愛
媛
県
四
国
中
央
市
）
は
、

年
ほ
ど
前
は
赤
字
経
営
だ
っ

た
。改
革
を
図
る
べ
く
、管
理
者
の
育
成
強
化
や
正
社
員
比
率
の
引
き
上
げ
、

業
務
効
率
化
、
シ
フ
ト
の
組
み
換
え
、
働
き
方
改
革
な
ど
あ
ら
ゆ
る
策
を
講

じ
て
き
た
。
現
在
は
利
益
率

％
を
維
持
し
つ
つ
、
人
件
費
率
約

％
、
職

員
の
年
間
休
日
１
６
３
日
を
実
現
す
る
運
営
体
制
を
確
立
し
て
い
る
。

　
組
織
改
革
を
し
て
い
く

に
あ
た
り
、
久
保
慶
高
常

務
取
締
役
は
「
ま
ず
土
台

と
な
る
の
は
職
員
へ
の
理

念
の
浸
透
。
取
り
組
み
を

綿
密
に
遂
行
し
て
い
く
組

織
文
化
の
形
成
に
時
間
を

か
け
た
」
と
語
る
。

年

ほ
ど
前
か
ら
、
理
念
に
共

感
す
る
人
材
の
採
用
、
育

成
を
長
期
計
画
で
実
行
。

約
１
７
０
名
の
職
員
の
う

ち
正
社
員
比
率
を
約

％

ま
で
高
め
、
新
卒
を
毎
年


名
程
度
採
用
し
て
い

る
。
「
会
社
が
儲
か
る
か

ら
社
員
を
幸
せ
に
で
き
る

の
で
は
な
く
、
社
員
の
幸

せ
を
考
え
る
か
ら
会
社
は

儲
か
る
よ
う
に
な
る
」
と

い
う
方
針
の
も
と
、
研
修

や
手
当
な
ど
、
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
先
行
投

資
し
て
い
っ
た
。

　
最
初
に
注
力
し
た
の
は

管
理
者
の
育
成
。
中
で
も

入
居
営
業
を
徹
底
し
、
ロ

ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
や
経
営

指
標
の
見
方
な
ど
の
勉
強

会
を
実
施
。
入
居
率

％

を
下
回
る
こ
と
が
な
い
よ

う
毎
週
の
会
議
を
通
し
て

予
算
達
成
に
向
け
た
ア
ク

シ
ョ
ン
に
落
と
し
込
ん
で

い
る
。
現
在
、
平
均
要
介

護
度
は
２
・
７
、
平
均
入

居
率

・
６
％
を
維
持
。

売
上
を
安
定
さ
せ
、
職
員

に
還
元
す
る
好
循
環
を
生

み
出
し
て
い
っ
た
。

　
高
稼
働
率
の
維
持
と
並

行
し
て
行
っ
た
の
が
、
業

務
効
率
化
。
主
任
は
現
場

に
入
ら
ず
、
業
務
改
善
を

専
任
。
各
職
員
の
業
務
を


分
単
位
で
可
視
化
し

た
。無
駄
な
業
務
は
省
く
、

同
時
に
で
き
る
仕
事
は
一

緒
に
行
う
な
ど
業
務
を
整

理
。
ど
の
職
員
が
い
つ
ど

の
業
務
を
す
る
か
、

～


分
ご
と
に
割
り
振
っ

た
。
約
８
年
を
通
じ
て
、

細
か
い
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

改
善
の
積
み
重
ね
に
よ
り

夜
勤
を
３
人
か
ら
２
人
に

削
減
成
功
。
月
４
９
６
時

間
の
人
件
費
削
減
（
７
２

０
万
円
／
年
）
と
な
り
、

利
益
率
は
月
７
％
以
上
を

出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
睡
眠
セ
ン
サ

ー
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
や

「
お
む
つ
マ
イ
ス
タ
ー
制

度
」
導
入
に
よ
る
介
助
ス

キ
ル
向
上
、
安
否
確
認
の

適
正
化
も
実
施
。
「
過
剰

に
見
守
る
必
要
が
あ
る
の

か
」
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の

在
り
方
も
見
直
し
た
。

　
加
え
て
、
職
員
の
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実

現
に
向
け
取
り
組
ん
だ
の

が
１
日

時
間
労
働
の

「
週
休
３
日
制
」の
導
入
。

さ
ら
に
、
タ
ス
ク
を
持
た

な
い「
フ
リ
ー
ス
タ
ッ
フ
」

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
つ
く
る

・
休
ん
だ
り
勉
強
し
た
り

利
用
者
へ
手
厚
い
ケ
ア
を

し
た
り
を
選
択
で
き
る

「
フ
リ
ー
出
勤
日
」
を
設

け
る
な
ど
、
独
自
の
シ
フ

ト
体
系
を
構
築
。
結
果
、

年
間
休
日
１
６
３
日
を
可

能
と
し
、
子
育
て
世
代
な

ど
が
急
な
事
情
で
休
ん
で

も
余
裕
を
持
ち
現
場
を
回

せ
る
運
営
体
制
を
確
立
し

て
い
る
。
結
果
、
日
勤
を

６
人
か
ら
５
人
に
削
減
。

月
２
４
８
時
間
の
人
件
費

削
減（
３
０
０
万
円
／
年
）

と
な
り
、
そ
の
頃
に
利
益

率
が

％
を
超
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
改
革
の
過
程
で
、
中
に

は
不
満
を
持
っ
た
職
員
が

退
職
し
た
時
期
も
あ
っ
た

が
、
理
念
に
共
感
す
る
職

員
と
と
も
に
取
り
組
み
を

進
め
て
い
っ
た
と
い
う
。

「
我
々
は
〝
介
護
職
は
休

み
に
く
い
〟
と
言
わ
れ
る

介
護
業
界
の
変
革
を
本
気

で
目
指
し
て
い
る
。
子
育

て
に
理
解
の
あ
る
、
介
護

業
界
の
ニ
ュ
ー
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
を
体
現
し
、
社
員
を

幸
せ
に
す
る
経
営
を
広
め

た
い
」
と
久
保
常
務
取
締

役
。

　
現
在
は
大
学
の
よ
う
に

単
位
を
取
得
し
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
し
て
い
く
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
新
た
に
作
り
、

介
護
職
を
プ
ロ
と
し
て
育

成
す
る
仕
組
み
に
力
を
入

れ
て
い
る
。同
社
は
今
後
、

独
自
の
経
営
モ
デ
ル
・
シ

フ
ト
体
系
の
横
展
開
を
目

指
し
、
他
社
へ
の
業
務
支

援
事
業
や
Ｍ
＆
Ａ
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
考
え
。

◀
理
念
に
共
感
す
る
職
員
を
採
用

・
育
成


